問いの⑦
　　心から祈ることが信心ではないか。
一、この問いを取り上げたねらい
　　　浄土真宗でいう信心は、一般通念としての信心とは根本的な違いがある。ここにこ　　そ浄土真宗の特徴がある。他力の信心と呼ばれ、浄土の大菩提心と讃えられることの　　意味を確認したい。
二、さまざまな意見    話し合いのヒント
　ア信ずるものは救われるという。信じさえすればよいというのはこわい気がする。
　イ「たのまぬ衆生は救われぬ」と昔からいう。やはり真剣に祈らなければならないので　　はないか。
　ウ昔の人とは違い、今の人間はものを知りすぎているから信じにくいのではないか。　　エ昔から、信心をもらうということは聞くが、私にはとても無理だと思う。
　オ他力の信心というから、おまかせしておけばよいということであろう。
　・わかっても、わからなくても、要は信ずるほかはないということではないか。
　・災難にあうのは信心が足りないからか。
　
三、話し合いを深めるために　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信じようとしても、自分の意志で、疑いを離れることはできません。疑いが晴れる　　とはどういうことでしょうか。
〔参考〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○世間では、疑い深いことを信心深いという。
　　　　「占いを信ずる」とか、「御札の力を信ずる」とかいうが、御札を下げていても　　　事故に遭ったのはおかしいと、お守り札を出している神社や寺に苦情をいう人はな　　　い。もともと信じていないからである。ただ、もしや効き目があるのでは、ないよ　　　りはあった方がいくらかよいのではという「疑い」があるのであり、駄目でもとも　　　とという計算がはたらいているのである。占いが必ず当たるとは思わないが当たる　　　のではないかという「疑い」があるので無視できないわけである。
　　○祈りとの違い    方向が逆
　          祈るとは、訴えること、請い求めること。その根にあるのは、不足、不満、
　　　　　　不安である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　          祈るとはこちらの思いを知ってもらおうということ。自分の思いどおりなれ
　　　　　　ばよい、そうしたいということ。「神様、私の言うことを聞いてください」
　          祈りの反対が聴聞・聞法。仏の教えを聞き、心を聞き、願いを聞かせていた
　　　　　　だくこと。
　          ただ聞くだけでなく、ようこそと聞き、はいと従っていくのが信心
　          信ずるとは、心が満たされること、喜ぶこと、安んじること。聞法を通して
　　　　　　如来のまごころに遇ったからである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　○何をどう信ずるのか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　          仏智、本願、願力を信ず。罪悪深重煩悩熾盛の衆生をたすけんがための願、
　　　　　　他の善も要にあらず念仏にまさるべき善なき故に。悪をも恐るべからず、弥　　　　　　陀の本願をさまたぐるほどの悪なき故にと信ず。　　　　　　　　　　　　
　          この我を目当ての本願であったと信ず。
　　○因果の道理を信ずるというのとは違う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　          仏智の不思議を疑って罪福信ずる人もある。
　          信罪福心とは、善因善果悪因悪果を信じて、善果を得ようとして善因を植え
　　　　　　ようとはからう打算的な心。善因少なく罪悪多い故往生は不可能と恐れ嘆く　　　　　　心。何れも自己中心で如来をそっちのけにした発想。
　　○信ずる心ではない、私に届いた如来の真心。
　　　　信ずるとは思い込むことではない。まず、如来の教えがある。そのままをこのわ　　　たくしに仰ってくださるのだと受け止めること。如来の願いがこころに響いてくる　　　ことである。自分の心で、間違いないと判断することではない。自分の判断はあて　　　にならないことを本当は知っているのが人間。
　　　　信心を、「信ずる心」と呼んではいけない。それでは、如来を信ずる私の心とい　　　うことになる。信心とは、私の心の持ち方やあり方のことではない。私にまでとど　　　いてきた如来のお心というべきであり。如来のお心を知らせて頂いたというべきで　　　ある。　
　　　　如来を信ずる私の心ではなく、私にとどいた如来のまごころということである。　　　「信心をばまことの心と読めるなり。まことの心と読む上は凡夫の迷心にあらず。　　　全く仏心なり。この仏心を衆生に授けたまふとき信心といわるるなり」
　          信心とは「信受仏心」の義であるという解釈である。
　　○用語例
　　・『仏説無量寿経』の用語例　　　『仏説観無量寿経』　　　　『仏説阿弥陀経』
　　　　　（至心）信楽（欲生）　　　至誠心　深心　回向発願心　　執持名号一心不乱　　　　　　信心歓喜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信受　　　　　　　　　　　　歓喜信楽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歓喜信受
　　　　　　専心信受　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信楽受持
　　　　　　信順　　　　　　　
　　○信心の手本、天親菩薩の一心
　          「世尊我一心　帰命尽十方無碍光如来　願生安楽国」
　          無二無疑の一心。
　          無二心（弥陀一仏による、他の仏菩薩・神等に心をかけず）
　          無疑心（この我への仰せと受け止め、態度保留・猶予の心なし）
　　○発信する如来、受信する我。
　　　（如来）発信      　受信（私）　阿弥陀如来の「まこと」を釈迦如来が「の
　　　　　　　　まこと　　　たのむ　　　　べ」たまう。親鸞一人がためなりけりと「　　　　　　　　のぶ　　　　まかす　　　　たのみ」身を粉にしても骨をくだきてもと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「まかせ」たてまつる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇自力のこころをひるがへして他力をたのむのが信
　　　　自力－自分の方から覚りの世界へ、如来様の方へ、あの人をこの人をという発想　　　　　　　自己中心、自分のものさし、自分の目にくるいはないという立場。　　　　　　　　　　我が身をよしと思い、自分をあてにする。人をよしあしと裁こうとする。　　　　　　　広大無辺の阿弥陀如来の本願真実を疑うすがた。
　　　　　　　如来の本願力に遇って他力ということに目覚めるまでは、自力は全く意識　　　　　　　されなかった。空気の存在に気づかなかったように。
　　　　他力  如来の利他力、如来の方から私へのはたらきかけ。
　　　　　　　真実そのものが人間の妄想観念を突き破って目覚めさせるはたらき。
　　○信心は浄土の大菩提心、他力回向の信、だからこそ往生の正因
　　　『正像末和讃』「浄土の大菩提心は　願作仏心をすすめしむ　すなわち願作仏心を　　　　　　　　　　度衆生心となづけたり」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願作仏心の左訓「他力の菩提心なり極楽に生まれて仏にならんと願　　　　　　　　　　　　　　　　　へとすすめたまへるこころなり」　　　　　　　　　　　　　　　　　　度衆生心の左訓「よろずの有情を仏になさんとおもふこころなりと　　　　　　　　　　　　　　　　　しるべし」
　　　　　　　　　　「如来の回向に帰入して　願作仏心をうるひとは　自力の回向をす　　　　　　　　　　てはてて利益衆生はきはもなし」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　如来の回向の左訓「弥陀の本願をわれらに与へたまひたるを回向と　　　　　　　　　　　　　　　　　　まうすなり」
　　○信心と利益（救い）は同時に
　　・信心は喜びであり安心である。如来の真実に遇いえたすがたであるからである。そ　　　れ自身が大いなる励ましであり勇気づけである。信じたらそのうち救われるのでは　　　ない。信じることが即救われることである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問いの⑧
　　仏法と社会問題とは別次元のものではない　か。
一、この問いを取り上げたねらい
　　　仏法をよりどころとして生きようとするとき、社会問題は別といってはいられない　　はずである。人の苦しみに共感し、社会に渦巻く人間性を傷つけるさまざまな問題を　　自らの課題と受けとめることは大乗仏教の原点であり、問題と取り組む現実生活を通　　して仏願の由来をたずねることが聞法のいとなみであるという点を確認したい。
二、さまざまな意見    話し合いのヒント
　・大事なのは心の問題である。世俗問題より聞法が第一なのではないか。
　・仏法の教えの通りにしていたら、世の中の厳しい競争についてゆけなくなる。
　・仏法の教えの通用しない、ドロドロしたものが世間だ。理屈どおりにはいかない。　　・仏法を聞いても、現実問題の解決に結びつかないように思う。
　・要は、こころの拠り所を持って、精神を安定させることが、何につけても大事という　　ことであろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三、話し合いを深めるために
　　仏法をよりどころとして生きるとはどういうことかを考えてみましょう。
　
〔参考〕
　○精神的な問題と物質的な問題（物と心）、社会的な問題と個人的な問題、世俗的な問　　題と宗教的な問題という二元論の危うさ。
　      「物にばかり愛着するのも心」    即如門主のことば
　      身体や環境と無関係な、心の問題など存在するのでしょうか。
　      物と心というように分けて考えることが無理だと教えるのが仏教。
　      社会の問題と個人の問題は別で、無関係だといえるのか。
　      現実問題と無関係な宗教問題があるのか。
　      政治的観点からみれば、宗教関連のことも全ては政治的な意味をもっている。宗
　　　　教的観点からみれば、政治関連のことも全ては宗教上の問題であるはず。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○政治問題に目をふさぐ（あるいは背を向ける）宗教者は、現政権を無条件に支援する　　結果になるという意味で、（本人の意思にかかわらず）甚だ政治色の強い宗教者であ　　る。　　　　　　　　　　　　
　○世俗的問題にはかかわらないのだという態度を取る宗教者は、世俗の現実をそのまま　　是認する結果になるのだから、（そしてそのことを知っているのだから）実は世俗主　　義者であり、彼の信仰は空洞化しているのである。
　○現実に立ち向かうための仏法    現実を背負っての誓願こそ仏法の原点
　      あきらめるより悪いのが、初めから問題にもしないこと。
　      誰も問題にしなかったこと、現に今も誰も問題にしようとしないことを、問題に
　　　　してあるのが、弥陀の本願。　
　      たとえ問題として意識しても、とても無理だと誰もがあきらめてしまうことを、
　　　　どこまでも願い続けるのが法蔵菩薩の願い。果たせないからこそ止むことのない　　　　願い。
　      本願の名号は、一切衆生を呼び覚まして菩薩道を歩ませる励ましの呼びかけ。
　      凡夫が凡夫のまま歩む菩薩道、それが念仏の道。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○仏法とは弥陀の本願と名号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　      本願は五濁悪世の現実を背負って立てられた。
　      地獄餓鬼畜生は人間現実生活の奥に潜む恐ろしさ・醜さ・悲しさ・空しさの象徴
　　　　的表現。（無三悪趣の願）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　      差別社会を背負う願い。（悉皆金色の願・無有好醜の願）
　      苦しむ人を知り、自在に救える身に。（六神通の願）
　      自らが苦悩から解放され、他を苦悩から解放することのできる身に。それが仏に
　　　　なること、めざすこと。（必至滅度の願）
　○「現実的」ということの問題性　
　      ややもすれば、仏法を手段として、世間の欲心を満たそうとする。
　      仏法を手段視するとき、自分自身（のいのち）を手段視することに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問いの⑨
何故いまさら部落問題を取り上げて、寝た子を起こすようなことをするのか。

一、この問いを取り上げたねらい
　　あらゆる差別の中で最も深刻な差別であり、しかも人為的・社会的に作られた差別が部落差別である。そして、「それでも親鸞聖人の教えを受け継ぐもののすがたか」と、私たちの宗門の鼎の軽重が問われる重大課題でもある。現在の社会にはさまざまな差別が渦巻いており、そのどれもが避けて通れない課題である。部落問題に目を向け、自らの姿勢を問いなおすことから、願うべき「御同朋の社会」を考えてみたい。

二、さまざまな意見──話し合いのヒント
　ア．部落差別。を知らない人が増えて、もう差別などなくなっている　　　と思う。
イ．しかしわが子の結婚となると、こっそり身元調査をするのではな　　　　　いか。
　ウ．差別はいけないというが、わざと差別しているわけではない。差別される方に問題があるのではないか。
　エ．そっとしておけば、そのうち消えてゆく。問題にするのは逆効果ではないか。
　オ．こんな問題を取り上げるのは時代に逆行するのではないか。私は差別などしたことはない。
　・部落問題といわれてもピンとこない。そんなことは過去のことと思っていた。
　・昔から差別のなかった時代はないし、今後もないと思う。

三、話し合いを深めるために
　　あなた自身も、何かで差別されてはいませんか。差別されたことはありませんか。


　　〔参考〕

　○差別は現に生きている。──『高岡教区人権意識調査報告書』
参照
　○差別があるとは、差別する人がいるために差別に苦しむ人がいるという事実を指す。
    ──差別される人に問題があるのではなく、差別する人間に問題がある。故に、差別の解消とは、差別者の差別からの解放であり、それによっての被差別者の被差別からの解放である。

　○そっとしておけば消えるのなら、白日にさらせば、なお早く消える道理。
    ──そっとしておいて欲しいのは、差別者も被差別者も同様。差別の現実と向かい合うことは、一旦は苦痛を伴うから。長年、肉に食い込んだ足かせをはずす時のように。お互いにコンセンサスを築いて、手際よく、サッとはずしたい。

　○「問題にすることこそ問題だ」という世界宗教者平和会議での、町田全日本仏教会会長の発言から、差別法名問題も始まった。被差別者の訴えとしての解放運動を圧殺しようとする差別発言の典型と指摘されたのである。
　○「差別の現実を問題にすることなく、仏教の平等精神を説くことは、差別である。なぜなら、そのような平等精神とは、差別の現実を黙認する平等精神だからである」と
は、解放同盟の吉田樹氏の指摘。

  ○差別を容認することは、誰に対しても一子のごとく憐念したもう、平等心、如来の大慈悲、本願への反逆であり、浄土を願う道に対する逆行である。
　  ──「平等心をうるときを　一子地となづけたり　一子地は仏性なり　安養にいたりてさとるべし」『浄土和讃』「諸経讃」
　  ──「超日月光この身には　念仏三昧をしへしむ　十方の如来は衆生を一子のごとく憐念す」『浄土和讃』「勢至讃」

　○部落問題は差別の頂点──『真宗再生への願い』

　○社会問題との取り組みは、阿弥陀如来の誓願の生起した所以をたずねる聞法のいとなみである。と同時に如来の願いに応える生きかたをしようとする報恩のいとなみでもある。

　○おまかせとお蔭さまを問う──現実の問題から目をそむけて心の安らぎを得ようとする悪しき精神主義
　  ──「まかせる」は信の和訓であって、信順の意のはず。仏教に随順し、仏意に随順し仏願に随順することであろう。「あなたまかせ」「人任せ」とは違うはず。
　　　　「身を粉にしても骨をくだきても」と宗祖は言われた。
　  ──「おかげさま」は自己中心な思い上がりを戒める効果をもつ考え方ではあるが、現状肯定的で、問題を直視することを忘れさせやすい。特に自分が加害者であることを見えなくさせる発想である点に注意する必要がある。
　○部落差別の解消へ向けて
　  ──軒下に積もって春になっても残った雪のかたまりは、突っ付けば突っ付くほど早く溶ける。（世間注視の）風に当て、（学問的分析の）光に当てれば当てるほど早く消える。そっとしておこうというのは、保存しようとすること。消えるはずがないと、絶望的決めつけをするのは、自ら差別を容認する態度。

　○身元調べの思想
　  ──差別される側に加わりたくないという、差別意識から差別を再生産し、差別を広める思想。

　〇御同朋の社会実現のために
　  ──あらゆる差別解消への行動指針──

　一、差別解消はまず私から（自己を見る）
　　１，相手の立場に立っていない私を見つめ直そう
　　２，「あんなふうでなくてよかった」とよろこぶ心を見直そう
　　３，「～のくせに」と人をおとしめ、傷つけあうのはよそう
　二、あらゆる差別に敏感な心を持とう（歴史と社会に聞く）
　　１，差別の事実に学び、人々の痛みの声を聞こう
　　２，差別と人権の歴史に関する学びを深めよう
　　３，広く人権に関わる情報に注目しよう
　三、差別を差別と見抜き、誤りを指摘できる私になろう
　　１，家庭の中での差別的な発言や行動を直視し、注意しあう態度を身につけよう
　　２，被差別部落をいやしめる言動を見逃さず、勇気を持って注意しよう
　　３，身元調査に対しては断固として断ろう。「身元調査は差別だ」との常識を築こう
　　４，「障害」者・外国人差別をはじめ、あらゆる差別的言動に対してその誤りを指摘し　　よう
